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第４４期定期総会終える！ 
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三
月
二
十
九
日
に
予
定
さ
れ
て
い

た
埼
玉
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
第
四
十

四
期
定
期
総
会
が
未
曾
有
の
東
日
本

大
震
災
と
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
る
影
響

で
順
延
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く

六
月
一
九
日
（
日
）
、

さ
い
た
ま
市
高
鼻

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て

開
催
さ
れ
、
無
事

終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

 
 

 
尾
手
副
理
事
長

の
司
会
の
も
と
、

始
め
に
武
笠
理
事

長
の
挨
拶
で
は
県

連
Ｈ
Ｐ
が
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
立

ち
上
が
り
、
こ
の

Ｈ
Ｐ
や
全
国
連
盟

ネ
ッ
ト
・
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
積
極
的

に
拡
充
利
用
し
な

が
ら
会
員
拡
大
が
出
来
た
事
、
ま
た

東
日
本
大
震
災
の
支
援
活
動
に
お
い

て
は
義
援
金
や
物
資
支
援
、
ボ
ラ
ン

テ
ア
活
動
へ

の
お
礼
と
、

今
後
も
長
期

に
わ
た
る
支

援
活
動
へ
の

協
力
と
お
願

い
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
一
年
間
安

全
登
山
と
事
故
防
止
活
動
や
県
連
活

動
へ
の
ご
協
力
に
対
す
る
感
謝
と
お

礼
、
無
事
に
総
会
を
迎
え
ら
れ
た
喜

び
の
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

次
に
来
賓
と
し
て
、
東
京
都
勤
労

者
山
岳
連
盟
理
事
長
の
上
平
久
治
氏

の
挨
拶
で
は
、
昨
年
の
都
連
盟
の
遭

難
事
故
の
反
省
や
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で

の
救
助
隊
活
動
報
告
と
お
礼
、
ま
た

東
日
本
大
震
災
の
支
援
活
動
の
報
告

と
今
後
も
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
支

援
を
継
続
し
て
行
く
必
要
性
と
互
い

に
協
力
し
あ
う
事
を
確
認
す
る
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
に
、
議
長
に
小
暮
（
北
部
）
加

藤
（
中
部
）
書
記
に
高
草
木
（
西
部
）

八
木
原
（
南
部
）
の
代
議
員
等
を
選

出
し
、
資
格
審
査
で
は
五
十
八
名
の

定
数
に
対
し
、
出
席
代
議
員
三
十
四

名
、
委
任
二
名
で
総
会
が
成
立
し
て

い
る
と
の
報
告
に
よ
り
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。 

始
め
に
「
第
四
十
三
期
活
動
報
告
」

を
武
笠
理
事
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
後
、

各
専
門
委
員
会
と
登
山
学
校
・
救

助
隊
活
動
が
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当

理
事
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

主
な
活
動
報

告
で
は
、
組
織

拡
大
で
現
在
二

十
九
団
体 

六
一
二
名
（
四
十
二
名
）

の
会
員
数
と
な
り
、
登
山
学
校
や
Ｈ

Ｐ
等
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
報

告
。
ま
た
事
故
防
止
活
動
で
は
安
全

登
山
講
演
会
が
七
十
一
名
も
の
参
加

で
好
評
に
終
え
た
事
、
埼
玉
県
連
内

で
の
事
故
は
残
念
な
が
ら
６
件
発
生

し
て
い
る
事
、
個
人
会
員
加
入
制
度

で
は
加
盟
団
体
で
温
度
差
が
あ
り
、

県
連
で
も
十
分
な
討
議
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
全
国
連
盟
の
動

き
を
見
な
が
ら
討
議
を
深
め
て
い
き

た
い
等
…
。 

続
い
て
、
「
第
四
十
四
期
活
動
方

針
案
」
が
武
笠
理
事
長
か
ら
提
案
さ

れ
、
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。 

昼
食
を
は
さ
み
、
午
後
は
議
事
を

一
時
十
五
分
よ
り
再
開
し
各
専
門
委

員
会
の
活
動
方
針
案
の
提
案
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
方
針
案
、
な
ら
び
「
第

四
十
三
期
会
計
決
算
報
告
と
会
計
監

査
報
告
」
、
そ
し
て
「
第
四
十
四
期

予
算
案
」
の
提
案
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
質
疑
応
答
に
な
り
ま
し
た
。 

各
委
員
会
の
提
案
で
は
組
織
委
員

で
は
加
盟
団
体
の
組
織
実
態
調
査
を

も
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
の
結
果
を

早
急
に
報
告
を
急
ぐ
と
か
、
女
性
委

員
会
で
は
震
災
支
援
の
為
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
販
売
や
九
月
に
女
性
交
流
集
会
に

変
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
活
動
の

具
体
的
な
提
案
が
あ
り
、
ま
た
埼
玉

県
連
と
し
て

「
と
ろ
ろ
昆

布
」
の
物
品

支
援
販
売
す

る
旨
の
報
告

が
な
さ
れ
、

す
ぐ
注
文
用

紙
が
配
布
さ
れ
る
等
の
手
際
良
さ
も

あ
り
、
相
当
数
購
入
予
約
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

自
然
保
護
委
員
会
で
は
、
今
年
「
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
自
然
保
護
担
当
者
交
流

集
会
」
の
主
管
で
あ
る
事
も
あ
り
、

県
連
各
団
体
の
協
力
の
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。 

登
山
学
校
も
第
一
六
期
が
年
間
受

講
者
二
十
一
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
継

続
し
た
活
動
が
県
連
の
会
員
拡
大
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
実
績
を
あ
げ
、

今
後
も
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
く

事
を
方
針
に
掲
げ
力
強
さ
を
感
じ
ま

す
。 ブ

ロ
ッ
ク
活
動
方
針
で
は
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
と
も
に
年
間
行
事
の
ク
リ
ー

ン
ハ
イ
ク
の
他
に
、
独
自
の
交
流
山

行
を
企
画
し
、
組
織
内
交
流
に
努
力

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

 

第
四
十
三
期
決
算
報
告
と
監
査
報

告
で
は
、
弱
若
の
誤
記
を
除
き
昨
年

と
比
較
し
て
決
算
で
十
三
万
円
程
改

善
さ
れ
て
い
る
旨
の
報
告
が
監
事
か

ら
な
さ
れ
ま
し
た
。 

第
四
十
四
期
予
算
案
で
は
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
自
然
保
護
担
当
者
交
流
集

会
の
主
管
で
あ
る
事
か
ら
県
連
行
事

費
を
増
額
、
な
ら
び
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

費
を
増
額
し
た
事
を
提
案
さ
れ
、
活

動
報
告
と
方
針
案
、
決
算
と
予
算
案

に
つ
い
て
の
質
疑
に
入
り
ま
し
た
。 

活
動
報
告
と
方
針
案
の
質
疑
で
は

要
約
す
る
と
①
震
災
対
応
に
つ
い
て

の
県
連
活
動
方
針
は
？
②
個
人
会
員

制
度
に
つ
い
て
③
新
特
別
基
金
に
つ

い
て
④
救
助
隊
装
備
更
新
に
つ
い
て

⑤
足
尾
植
樹
祭
に
つ
い
て
の
質
問
が

出
さ
れ
、
震
災
対
応
に
つ
い
て
の
活

動
方
針
に
つ
い
て
は
、
各
会
の
協
力

を
得
な
が
ら
も
、
別
途
具
体
的
な
支

援
活
動
と
方
針
案
を
決
定
し
提
案
し

て
行
く
事
。
ま
た
、
個
人
会
員
制
度

に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
は
全
国
評

議
会
で
決
定
さ
れ
る
ま
で
の
各
県
連

で
の
討
議
が
必
要
、
埼
玉
県
連
と
し

て
は
急
ぐ
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、

十
二
月
ま
で
に
加
盟
団
体
の
意
見
を

纏
め
た
い
。
新
特
別
基
金
に
つ
い
て

は
飲
酒
に
よ
る
ケ
ガ
の
範
囲
・
判
断

は
？
と
い
う
質
問
で
し
た
が
、
登
山

時
報
の
記
事
を
参
考
に
、
行
動
中
の

常
識
的
な
判
断
に
基
づ
き
、
加
盟
団

体
や
県
連
の
報
告
等
で
支
給
を
決
定

し
、
む
や
み
に
山
も
規
制
す
る
も
の

で
は
な
い
と
の
意
見
で
し
た
。 

足
尾
植
樹
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か

の
意
見
や
提
案
が
述
べ
ら
れ
た
が
、

基
本
的
に
は
主
催
者
側
に
関
す
る
事

項
も
多
く
、
埼
玉
県
連
と
し
て
も
し

県
内
で
こ
う
し
た
活
動
が
出
来
な
い

か
検
討
す
る
方
向
で
、
今
期
は
団
体

協
力
金
支
払
い
（
会
員
申
し
込
み
）

を
思
い
と
ど
ま
る
こ
と
に
…
。 

質
疑
応
答
を
終
え
、
第
四
十
三
期

活
動
報
告
と
会
計
決
算
報
告
と
監
査

報
告
、
第
四
十
四
期
活
動
方
針
案
と

予
算
案
を
一

括
で
採
決
！

賛
成
多
数
で

可
決
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 
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◎第４４期 埼玉県勤労者山岳連盟 

      役員体制 

理事長  武笠真次（わらび山の会） 

副理事長 徳重博文（大宮勤労者山岳会） 

  〃   矢崎辰雄（ハイキングクラブ上里） 

  〃   尾手利雪（三郷山の会） 

事務局長 木村哲也（熊谷トレッキング同人） 

会 計  嶋田好枝（新座山の会） 

理 事  天野二郎（日進山岳会） 

     加納隆夫（新座山の会） 

     久保典子（新座山の会） 

     小松勝浩（三郷山の会） 

     佐藤久子（  〃  ） 

     澤藤俊昭（あすなろ山岳会） 

     高橋利男（富士見峠山の会） 

     長谷川貞子（大宮勤労者山岳会） 

     若木由和（上福岡山なみＨＣ） 

     松本千代子（所沢ハイク） 

監 事  杉江 勲（新座山の会） 

     廣岡美恵子（山遊会ビスターリ） 

＊全国理事 

 井芹昌二・藤桝啓志（登攀クラブ岩つばめ） 

伊藤正勝（わらび山の会）大澤辰雄（埜歩歩） 

＊監事…小杉勝雄（大宮勤労者山岳会） 

＊委員…遭難対策・事故（矢崎辰雄） 

    ハイキング（佐藤久子） 

    遭難・救助（今井雅文） 

 

  

 

 

第１６期登山学校 

第１回講座 

「計画から下山まで」 

 

 

 
６月１１日…机上講座 

 カルタスホール 

     34 名 

６月１２日…実技講座 

 栃木・大平山 

     34 名 

 

 

 

続
い
て
、
「
規
約
改
正
案
」
第
４

章 
役
員
の
１
４
条
の
文
言
を
訂
正

を
理
事
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
可
決
。 

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
第
四
十
四
期

新
役
員
選
出
で
は
理
事
十
六
名
（
留

任
一
五
名
、
新
任
一
名
）
と
監
事
二

名
を
選
出
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
た
。 

役
員
挨
拶
で
は
、
六
年
間
に
わ
た

り
事
務
局
長
担
当
さ
れ
た
木
阪
理
事
、

そ
し
て
岩
ネ
ッ
ト
担
当
の
軽
部
理
事

か
ら
退
任
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
新

役
員
挨
拶
で
は
松
本
理
事
（
所
沢
Ｈ

Ｃ
）
、
再
任
さ
れ
た
武
笠
理
事
長
か

ら
新
役
員
全
員
の
紹
介
と
挨
拶
の
後
、

無
事
に
議
事
を
終
了
。 

最
後
に
東
京
都
連 

事
務
局
長
・

元
井
康
之
様
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き

議
長
を
解
任
し
て
第
四
十
四
期
定
期

総
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。 

総
会
終
了

後
に
は
東
京

都
勤
労
者
山

岳
連
盟
理
事

長
の
上
平
氏

や
元
井
氏
、
新
遭
難
基
金
全
国
会
議

を
終
え
て
か
け
つ
け
た
伊
藤
理
事
や

徳
重
副
理
事
長
等
も
交
え
て
懇
親
会

を
開
催
。
退
任
さ
れ
た
木
阪
・
軽
部

さ
ん
に
花
束
を
贈
る
な
ど
和
や
か
に

交
流
し
ま
し
た
。 

（
八
木
原
・
高
草
木 

記
録
よ
り
） 

 

 
 

   

 

         

    

        

                 

６
月
１
１
日
（
土
）
机
上
講
習 

講
師 

伊
藤
正
勝
（
わ
ら
び
） 

登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
関
す
る
基

本
的
な
知
識
、
技
術
に
つ
い
て
学
ぶ
。 

下
山
ま
で
の
様
々
な
出
来
事
を
想
定

し
て
計
画
書
（
目
的
、
立
て
方
、
書

き
方
）
・
リ
ー
ダ
ー
や
メ
ン
バ
ー
の

役
割
・
日
常
で
の
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
食
料
や
装
備
、
身
に
つ
け
る
レ

イ
ヤ
ー
ド
（
重
ね
着
）
、
山
登
り
の

歩
行
・
事
故
や
遭
難
な
ど
の
危
機
意

識
な
ど
、
い
か
に
し
て
安
全
で
快
適

な
山
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
、

問
わ
れ
考
え
る
機
会
で
し
た
。 

 

６
月
１
２
日
（
日
）
実
技
講
習 

栃
木
県
・
大
平
山 

 

１
８
名 

担
当
運
営
委
員
の
下
、
班
別
の
行

動
と
な
る
。J

R

大
平
下
駅
１
０
時
に

出
発
し
て
大
中
寺
へ
…
。
地
形
図
と

コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
を
教
わ
り
「
も

う
一
度
教
え
て
、
こ
の
よ
う
に
合
わ

せ
る
み
た
い
」
と
方
向
確
認
し
な
が

ら
、
大
中
寺
に
到
着
。
準
備
体
操
を

し
て
、
伊
藤
講
師
よ
り
本
日
の
目
的

で
あ
る
山
登
り
で
の
歩
行
、
そ
し
て

水
分
補
給
も
忘
れ
ず
に
と
注
意
が
あ

り
ま
し
た
。 

清
水
寺
へ
は
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道

を
進
む
。
清
水
寺
で
小
休
止
、
と
に

か
く
蒸
し
暑
い
！
こ
れ
か
ら
今
日
一 

 

番
の
急
登
が
待
っ
て
い
る
。 

登
山
道
に
入
る
と
徐
々
に
傾
斜
が

き
つ
く
な
っ
て
く
る
。
軸
足
に
体
重

移
動
を
し
て
後
ろ
足
を
と
念
じ
て
も

一
連
の
動
作
に
は
な
っ
て
く
れ
な
い
。

先
頭
で
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
が
会
話
は

出
来
な
か
っ
た
。 

流
れ
る
汗
、
後
半
に
は
疲
れ
て
ち
ょ

っ
と
足
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
あ
と

で
担
当
運
営
委
員
か
ら
も
う
少
し
ゆ

っ
く
り
め
で
も
大
丈
夫
で
す
よ
と
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。 

と
に
か
く
先
へ
と
思
う
気
持
ち
が
…

先
頭
は
む
ず
か
し
い
。 

昼
食
後
か
ら
は
気
持
ち
い
い
尾
根

道
大
平
山
へ
、
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
－

飛
行
場
所
へ
寄
っ
た
り
茶
店
を
横 

目
で
見
て
謙
信
平
ま
で
、
下
り
歩
行

は
滑
ら
な
い
よ
う
に
、
学
ん
だ
歩
き

意
識
で
し
た
が
苔
で
ツ
ル
っ
と 

き
た
！
危
な
い
！
あ
ぶ
な
い
！
山
登

り
は
き
つ
く
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
が

楽
し
く
嬉
し
い
こ
と
も
多
い
。 

良
く
遊
び
、
良
く
学
べ
で
こ
れ
か
ら

も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

運
営
委
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
三
郷
山
の
会 

佐
藤
幸
子 

記
） 

 

 

 

 

 

 

   

       

  

 

第１７２号     ２０１１年    ８月 ２７日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ２  ）     

 

総会資料：追記 活動方針について 

・埼玉労山震災支援活動 

（１）加盟団体の協力を得て東日本大震災支援を行う。 

（２）長期にわたる支援となるため、決して無理はしない。 

(３）加盟団体から要請、提案を受け入れ、現地と連絡は原則と 

して理事会が行う。連絡責任者：理事長、副理事長とする。 

但し、加盟団体が直接現地と調整する範囲はこの限りでは 

ない。 

（４）被災地の特産物を販売し、現地を励ますと同時に支援活動 

資金とする。被災地での活動時に、関連情報を収集する。 

（５）被災地の児童に本を送り、読み聞かせ、現地の児童とハイ 

キングを行う。 

（６）埼玉女性委員会が中心となり、支援 T シャツを販売要請、 

取りまとめを行う。 

・個人会員制 

 埼玉労山としては当面、全国連盟の動向見ていく。当面個人 

会員制は行わない。 

      以上、総会議案に追加します。   理事長 
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第１７２号     ２０１１年   ７月 ２０日（月）発行          埼  玉  労  山      （１ ）     
 

救
助
隊 

主
催 

 
 

「
沢
登
り
搬
出
技
術 

机
上
学
習
会
」
報
告 

期 

日 
 

７
月
１
１
日
（
月
） 

場 

所 
 

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

７
号
室 

 
 

 
 

参
加
者 

 

１
３
名 

 
 

＊
内
容 

 

沢
で
の
搬
送
訓
練
「
斜
張
り
」
の
学
習
と
安
全
確
認 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

日 時  ２０１１年６月２７日（月） 

場 所  浦和コミュニティーセンター 10 階 7 号屋 

出 席  新入隊２名を含め、１６名の出席で総会が開催されました。 

１）第１～４号議案は、すべて承認されました事をお伝え致します。 

※・内容は総会資料といたします。 

２）本年度、入隊２名・退隊６名、総員２６名でスタート致します。 

※加盟団体の皆様へ救助隊隊員を募集しています。 

３）「救助活動」・「捜索活動」を円滑に進める組織作りを目指します。 

            

２０１１年６月２９日 

事務局長 若木 由和 

 

   

 

 

 

 

徳重隊長「講習及び訓練内容」      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴山副隊長  「結束と機器」 

 

 

真剣な眼差しの隊員            

 

 

 

 

 

 

 

 

柴山副隊長 

「ロープワーク・結束と機器の説明」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

        

         

       

 
 

             

                  

第１７２号     ２０１１年    ８月 ２７日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ３  ）     

 

埼玉労山救助隊 

２０１１年度 総会報告 

 

2011 年度 活動方針  

①年間捜索救助技術訓練を実施し基本的技術を習得し、ス

ムーズな連携の救助捜索へ繋げる活動。 

②実際の出動は無い事を願っているが、「いざ出動」のシ

ミュレーションは常時準備し考えておく。 

③登山ネットワーク（岩・沢・雪山・山スキー）へのコー

チングスタッフの参加派遣していく活動。 

④遭難防止・安全教育委員会と協力し、「事故情報の提供・

ヒヤリハットの研究」の活動を行う。 

2011 年度 役員体制 

代  表  武笠真次（わらび山の会） 県連理事長 

隊  長  徳重博文（大宮労山）    県連副理事長 

副 隊 長  柴山利幸（パル・ブランチ） 

顧  問  井芹昌二（岩つばめ）    全国副理事長 

県連ブロック責任者 

南部   尾手利雪 (三郷山の会)   県連副理事長 

西部     安田秋雄（新座山の会） 

北部     浅見政人（熊谷トレッキング同人） 

中部     小島 満（大宮労山） 

事務局長  若木由和（上福岡やまなみ）県連理事 

事 務 局   長谷川貞子(大宮労山)    県連理事 

〃      尾手利雪 (三郷山の会)   県連副理事長 

〃      三宅宣之 (埜歩歩富士見山の会)  

会  計  谷脇京子 （大宮労山） 

 

 

 

沢での搬出・搬送訓練（実技）のお知らせ 

日 時  ７月２４日（日）AM 8:00 集合  8:30 行動  

「前夜発可」 

場 所    大洞川流域・秩父湖（埼玉大学寮）付近 

大洞林道、大洞ダム集合 

訓練場所 市ノ沢、小滝の連続場所 

装 備  個人装備、沢でのセルフレスキュー一式  

共同装備、救助隊で準備します。 

食 事  各自で用意 

     ※・参加予定者・１４名 

事務局長 若木由和 

 

 

 

気仙沼から産直販売のお知らせ 

手挽きとろろこんぶ 

気仙沼市唐桑半島 が全国に販売している商品です。 

     ・三陸海岸に自生する「天然昆布」を伝統の「手掻きで

加工した逸品です。 

     ・気仙沼の支援活動として「三陸産とろろこんぶ」を斡

旋します。 

 販売価格 一袋 ５５０円 で提供します。 

売上利益は、義捐金とします。 

追加販売にご協力をお願いします。 

問合せ・注文等は：加納まで 048-201-2270 

          E メール kanot01927@jcom.home.ne.jp 

唐桑半島の豊かな海からの贈り物 

 

 

 



第１７２号    ２０１１年 ７月１３日（水）発行          埼 玉 労 山       （ ２ ）     

加
盟
団
体
の
紹
介 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク 

大
宮
勤
労
者
山
岳
会 

 

 

      お花見ハイクで 

 

   春山 会津・丸山岳で 

 

  冬山  北アルプス・白馬岳～五竜岳 

 

春山  北海道・知床連峰 

 

 

大
宮
労
山
（
正
式
名
称
は
大
宮
勤

労
者
山
岳
会
）
は
楽
し
く
安
全
に
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
「
ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら

ヒ
マ
ラ
ヤ
ま
で
」
を
目
指
し
た
総
合

山
岳
会
で
、
一
九
六
五
年
に
創
立
し
、

創
立
四
十
六
年
を
迎
え
ま
す
。 

 

現
在
の
会
員
数
は
約
五
十
名
で
男

女
構
成
は
ほ
ぼ
半
々
、
平
均
年
齢
は

約
六
一
歳
で
す
。 

 

一
九
七
三
年
頃
か
ら
の
山
行
記
録

で
、
主
立
っ
た
山
行
を
上
げ
て
み
る

と
、
七
三
年
・
夏
山
合
宿
（
北
岳
～

塩
見
岳
、
塩
見
岳
～
赤
石
岳
）
、
七

四
年
・
夏
山
合
宿
（
赤
石
岳
～
聖
岳
、

茶
臼
岳
～
上
河
内
岳
）
、
冬
山
合
宿

（
白
毛
門
～
笠
ヶ
岳
～
朝
日
岳
）
、

七
五
年
・
春
山
合
宿
（
剱
岳
～
槍
ヶ

岳
、
守
門
岳
）
、
夏
山
合
宿
（
剱
岳

を
中
心
に
集
中
登
山
）
、
冬
山
合
宿

（
鹿
島
槍
ヶ
岳
）
、
そ
の
後
も
春
山

合
宿
、
夏
山
合
宿
、
冬
山
合
宿
が
毎

年
続
け
ら
れ
た
。 

九
六
年
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、 

 

春
山
で
は
白
毛
門
～
仙
ノ
倉
岳
、

八
ヶ
岳
東
面
地
獄
谷
、
北
鎌
尾
根
～

槍
ヶ
岳
、
剱
岳
・
八
ッ
峰
、
稲
含
山
、

利
尻
岳
、
爺
ヶ
岳
～
鹿
島
槍
ヶ
岳
～

五
竜
岳
～
唐
松
岳
、
屋
久
島
・
宮
之

浦
岳
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
・
東
尾
根
、
白

馬
岳
・
主
稜
、
奥
只
見
・
浅
草
岳
な

ど
が
行
わ
れ
た
。 

 

夏
山
で
は
剱
岳
集
中
登
山
、
仙
丈

ヶ
岳
／
甲
斐
駒
ガ
岳
、
鋸
岳
～
甲
斐

駒
ガ
岳
、
戸
台
川
本
谷
～
甲
斐
駒
ガ

岳
、
鳳
凰
三
山
～
甲
斐
駒
ガ
岳
、
穂

高
岳
～
岳
沢
、
剱
岳
・
立
山
、
飯
豊

連
峰
、
鳥
海
山
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

 

冬
山
で
は
越
後
駒
ヶ
岳
、
会
津
駒

ヶ
岳
、
白
峰
三
山
、
木
曽
駒
ヶ
岳
～

宝
剣
岳
～
檜
尾
山
、
赤
石
岳
～
荒
川

三
山
、
武
尊
山
、
空
木
岳
、
仙
丈
ヶ

岳
な
ど
果
敢
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

 

ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
道
は
一
九
九
一
年

に
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

隊
、
翌
年
一
九
九
二
年
に
イ
ン
ド
ヒ

マ
ラ
ヤ
Ｃ
Ｂ
一
四
に
登
山
隊
を
派
遣

し
た
。 

 

そ
の
後
、
各
山
岳
同
様
に
高
齢
化

が
進
み
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
日
帰
り

登
山
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
五

月
の
大
型
連
休
・
七
～
一
〇
月
は
宿

泊
縦
走
登
山
に
も
多
数
の
会
員
が
参

加
し
て
い
る
。
ま
た
雪
山
、
沢
な
ど

も
活
発
で
総
合
型
の
会
と
し
て
確
立

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
五
年
間
の
春
山
で
は
知
床
岳
、

羊
蹄
山
、
羽
後
朝
日
岳
、
白
山
北
尾

根
、
会
津
丸
山
岳
～
会
津
駒
ヶ
岳
、

小
窓
尾
根
～
剱
岳
な
だ
が
行
わ
れ
た
。

夏
山
は
各
会
員
が
独
自
に
長
期
山
行

に
出
か
け
て
い
ま
す
。
冬
山
・
雪
山

で
は
桟
敷
山
、
遠
見
尾
根
、
安
達
太

良
山
、
中
ア
・
烏
帽
子
岳
、
会
津
・

観
音
岳
、
北
ア
・
焼
岳
、
仙
丈
ヶ
岳
・

地
蔵
尾
根
な
ど
が
取
り
組
ま
れ
た
。 

 

沢
の
山
行
も
毎
年
六
月
～
一
〇
月

後
半
ま
で
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
昨
年
度
の
山
行
回
数
は
二

百
回
を
超
え
参
加
者
は
約
五
百
名
近

く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
開
ハ
イ
ク

も
年
四
回
実
施
さ
れ
、
新
年
、
お
花

見
、
公
開
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
一
九
九

五
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。 

 

会
の
平
均
年
齢
高
齢
化
防
止
と
会

員
数
を
増
や
し
て
い
く
為
や
、
市
民

へ
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
Ｈ
Ｐ
を

二
〇
〇
六
年
に
開
設
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

定
例
会
は
大
宮
の
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
毎
月
二
回
、
第
一
例
会
（
第

一
火
曜
日
）
の
学
習
会
、
第
二
例
会

（
第
三
木
曜
日
）
の
山
行
報
告
・
山

行
計
画
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見

学
歓
迎
し
ま
す
。 

 

岩
﨑
照
幸 

 

    

                                        

                                   

斗 
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【加盟団体の夏山情報】 

＊埜歩歩富士見山の会 

7/22～25  東北・朝日連峰    

7/22～25  北ア・白馬岳～鑓ケ岳 

7/30～8/5 南ア・兎岳 

8/ 6～7  南ア・鳳凰三山 

9/ 3～4   北八ヶ岳・北横岳 

9/18～19  秩父・瑞牆山 

＊秩父アルペン 

 8/ 5～ 7  中ア・木曽駒～空木岳 

 8/28      信越・八間山、野反湖 

 9/17～18  南八ヶ岳縦走 

 9/26～27  南ア・早川尾根～アサヨ峰 

＊飯能労山 

8/ 1      富士山 

8/ 4～6   尾瀬・燧ｹ岳    

8/27～29  頸城・高妻山 

 9/17～18  那須・那須岳、三斗小屋  

10/ 7～10  東北・岩木山～八甲田 

  

   

   

＊あすなろ 

  7/19～20 北ア・乗鞍岳、焼岳 

   8/16～18  東北・田沢湖～鳥海山麓 

＊大宮労山 

7/16～17  北ア・北鎌尾根 

7/16～17  中津川・魚野川源流 

  7/23～25  北ア・西穂～奥穂高岳 

  7/23～24  秩父・大洞川 

  ７/28～8/5 北ア・立山～槍ヶ岳縦走 

  8/4～7     北ア・金木戸川打込谷 

  8/5～8     中ア・木曽駒～空木岳 

  8/13～15  信越・鹿沢連峰 

  8/27～28  頸城・妙高～火打岳 

＊わらび山の会 

  7/23、24  上越・谷川岳、日光白根山 

  8/ 6～7   東北・岩手山 

  8/ 5～16  アフリカキリマンジェロ 

8/12～13  北ア・剣岳早月尾根 

  8/21      奥武蔵・白谷沢 

南八ケ岳・赤岳 

  8/27～28 日和田巾着田キャンプ 

  7/ 2     奥秩父・乾徳山 

  7/24    群馬・岩櫃山 

＊熊谷トレッキング 

 7/ 5～18  インドヒマラヤトレッキング 

 7/16～17  北ア・朝日～雪倉岳 

 7/16～18  北ア・爺ケ岳～針の木岳 

7/25～30  北海道・幌尻岳～ニペソツ山 

 8/20～27  北ア・唐松岳集中 

＊深谷こまくさ山の会 

 7/10      谷川岳 

 7/29～31  南ア・塩見岳 

 8/27      秩父・瑞牆山 

 9/18      塩原釈迦ケ岳 

＊三郷山の会 

 7/16～18  妙高～火打山 

 7/16～17  北ア・朝日～雪倉岳 

 8/21      奥多摩・水根沢 

8/28      信州・根子岳 

 8/25～28  北ア・奥穂高岳 
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第１７２号     ２０１１年   ７月 ２０日（月）発行          埼  玉  労  山      （１ ）     
 

投
稿 

山
行
記
録 

カ
ナ
ダ 

ス
カ
ッ
ミ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

日
和
田
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ 

 

西
津 

雅
子 

 

 

 

 

 

全国ハイキング交流集会 

期
日 

６
月
３
０
日
～
７
月
１
０
日 

 
 

 
 

 

１
０
泊
１
１
日 

（
６
月
３
０
日
） 

1
7

時

1
0

分 

定
刻
通
り
、
エ
ア

カ
ナ
ダ
は
、
成
田
か
ら
バ
ン
ク
ー
バ

ー
へ
離
陸
。
一
緒
に
行
く
予
定
の
相

模
ア
ル
パ
イ
ン
の
Ｗ
さ
ん
が
、
怪
我

で
不
参
加
と
な
り
、
一
人
で
出
発
。 

同
日
、9

時5
0

分
バ
ン
ク
ー
バ
ー
空

港
着
。
手
続
き
が
済
ん
で
、
出
口
を

出
る
と
、
直
ぐ
に
、
ウ
ィ
ス
ラ
ー
行

き
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ー
チ
バ
ス
の

チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
が
あ
っ
た
。 

1
5

時
半
に
ス
カ
ッ
ミ
ッ
シ
ュ
・
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
歩

い
て

1
0

分
で
、
今
夜
の
宿

I
n
n
 
o
n
 

t
h
e
 

W
a
t
e
r

に
着
く
。 

（
７
月
１
日
） 

本
日
は
カ
ナ
ダ
デ
ー
、
街
は
お
祭

り
気
分
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
メ

イ
ン
通
り
の
街
路
灯
に
花
が
飾
ら
れ

美
し
い
。
後
発
の
Ｓ
さ
ん
達
、
Ｋ
さ

ん
夫
妻
４
人
が
夕
方
、
到
着
。
今
回
、

行
く
時
期
が
重
な
る
と
の
情
報
で
、

無
理
に
お
相
手
を
お
願
い
し
た
。
出

発
時
、
飛
行
機
の
電
気
系
統
の
故
障

で4

時
間
到
着
が
遅
れ
た
と
か
。 

（
７
月
２
日
） 

ス
カ
ッ
ミ
ッ
シ
ュ
の
裏
庭
、S

m
o

k
e
 

B
lu

ff 

の

B
u

rg
e

r &
 F

rie
s
 

で

5
-4

か
ら

5
-7

の
ク
ラ
ッ
ク
を
楽
し
む
。

ま
だ
、
緊
張
で
動
き
は
固
い
。
傾
斜

は
無
い
が
、
最
後
が
ス
ラ
ブ
で
プ
ロ

テ
ク
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
の
で
怖
い
。

全
て
、
左
か
ら
廻
り
、
登
っ
て
回
収
。

岩
場
へ
の
道
が
整
備
さ
れ
、
き
れ
い

な
標
識
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。 

（
７
月
３
日
） 

昨
日
、
夜
よ
り
雤
。
朝
は
ま
だ
雤

が
残
っ
て
い
た
の
で
レ
ス
ト
。
ス
ケ

ッ
チ
で
過
ご
す
。 

午
後
よ
り
、
皆
で
新
し
い
フ
ェ
イ

ス
・
ボ
ル
ト
ル
ー
ト

C
h
e
a
k
a
m
u
s
 

C
a
n
y
o
n
-
 R
o
g
u
e
s
 G
a
l
l
e
r
y

を
下
見

に
行
く
。M

a
c

よ
り2

9
.
5

キ
ロ
。
右

側
、4

台
位
の
あ
ま
り
広
く
な
い
砂

利
ス
ペ
ー
ス
が
駐
車
場
。
岩
場
は
直

ぐ
近
く
で
わ
か
り
や
す
い
。
う
す
被

り
の
ル
ー
ト
を2

人
が
登
っ
て
い
た
。 

（
７
月
４
日
） S

m
o
k
e

 
B
l
u
f
f
 

のO
c
t
o
p
u
s

へ
。
人

気
の
岩
場
。
平
日
だ

が
、3

組
が
入
っ
て

お
り
、
入
れ
替
わ
り

に
数
組
が
様
子
を
見

に
来
て
い
た
。5

-
8

の

2
5

ｍ
以
上
の
ク

ラ
ッ
ク
が

6

本
。
そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
的
ル
ー
ト
。 

苦
手
の
ワ
イ
ド
で
テ
ン
シ
ョ

ン
。
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
規
模
で

優
し
い
ル
ー
ト
が
並
ん
で
い

る
の
が
、
す
ば
ら
し
い
。 

（
７
月
５
日
） 

本
日
は
、
ボ
ル
ト
ル
ー
ト
。
先
日
、

下

見

し

た

C
h
e
a
k
a
m
u
s
 
C
a
n
y
o
n
-
 

R
o
g
u
e
s
 
G
a
l
l
e
r
y

。 

 

ま
ず
左
側
の

1
0
a
 
2

本
。2

5

メ
ー

ト
ル
以
上
あ
り
、
長
い
の
で
結
構
疲

れ
た
。
続
い
て
右
側1

0
b

の
方
が
ル

ー
ト
と
し
て
は
、
素
直
。
隣
の

1
1
a

は
Ｓ
さ
ん
、
Ｋ
さ
ん
は
オ
ン
サ
イ
ト
。

私
は
テ
ン
シ
ョ
ン
の
嵐
。
力
の
差
を

感
じ
る
。
こ
こ
は
う
す
被
り
で
雤
で

も
登
れ
る1

1

台
が
あ
る
。 

（
７
月
６
日
） 

 
 

本
日
は
疲
れ
気
の
た
め
、
休
日
は
、

一
番
人
気
と
な
るM

u
r
r
i
n
 P
a
r
k

へ
。

宿
か
ら
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
方
向
に
戻

りS
h
a
r
r
o
n

の
滝
を
通
り
過
ぎ
た
右

側
に
大
き
な
駐
車
場
。 

直
ぐ
脇
の

B
o
g
 W
a
l
l

で5
-
8

と5
-
9

ク
ラ
ッ
ク

を
登
っ
た
後
、S

u
g
a
r
 
L
o
a
f
 

日
和

田
に
ボ
ル
ト
が
無
い
状
態
か
。5

-
4
 6
 

8

が
数
本
並
ん
で
い
る
。
階
段
状
で

プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
の
練
習
に
も
っ
て

こ
い
。
左
の
ク
ラ
ッ
ク
が
魅
力
的
に

見
え
た
の
だ
が
、
一
本
間
違
え
て
、

終
了
点
に
降
り
る
は
め
に
な
っ
た
。 

 

L
a
k
e

で
は
、
半
裸
で
水
遊
び
を
し
て

い
る
。Z

o
e

で
、
ボ
ル
ト
の2

8

メ
ー

ト
ル1

0
a

は
快

適
に
登
る
。 

（
７
月
７
日
） 

３
日
登
っ
た

の
で
、
本
日
は

レ
ス
ト
。
雲
が

多
く
山
は
見
え

な
い
。
ス
ケ
ッ

チ
と
買
い
物
街

歩
き
。
夕
方
よ

り
本
降
り
の
雤
。 

 

（
７
月
８
日
） 

 

朝
ま
で
雤
だ
っ
た
の
で
、
被
り
系

の

C
h
e
a
k
a
m
u
s
 

C
a
n
y
o
n
 

で

の

F
o
r
g
o
t
t
e
n
 
W
a
l
l

へ
。 

 
M
a
c

交
差

点
よ
り
ウ
イ
ス
ラ
－
方
向2

0

キ
ロ
。 

赤
い
陸
橋
を
通
り
、2

つ
目
を
右
方

向
山
道
へ
。
広
め
の
駐
車
場
に
は
、

既
に1

0

台
以
上
の
車
。
そ
の
割
り
に

ク
ラ
イ
マ
ー
が
見
え
な
い
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
散
っ
て
い
る
よ
う
。1

0

台
ガ

バ
ル
ー
ト
を

2

本
登
っ
た
あ
と
、

S
m
o
k
e
 

B
l
u
f
f

に
戻
り
駐
車
場
脇

のC
r
a
g
 
Ⅹ

へ
。
ボ
ル
ト
の5

-
9

は
、

2
5

メ
ー
ト
ル
以
上
、
ボ
ル
ト
た
っ
た

4
本
で
怖
か
っ
た
。
隣
の
ク
ラ
ッ
ク

5
-

９
は
快
適
。
駐
車
場
か
ら
大
変
目

立
ち
、
す
っ
き
り
、
見
栄
え
も
良
い
。

そ
の
後
、
近
く
の

M
o
s
q
u
i
t
o
 
A
r
e
a
 

で

M
o
s
q
u
i
t
o
5
-
8

を
登
り
、1

0
b

は

ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
。 

（
７
月
９
日
） 

カ
ナ
ダ 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
最
終
日
。

S
m
o
k
e
 

B
l
u
f
f

の

P
i
x
i
e
 
C
o
r
n
e
r

へ
。 

ク
ラ
ッ
ク 

5
-
7
 

と5
-
8

を

登
っ
た
後
、1

0
b

を

2

本
ト
ッ
プ
ロ

ー
プ
。
場
所
をP

e
n
n
e
y
 
R
a
i
n

に
移

し
、
５
星
のP

e
n
n
y
 R
a
i
n
5
-
9

は3
0

メ
ー
ト
ル
の
長
さ
で
、
天
に
向
か
っ

て
割
れ
て
い
る
。
オ
ン
サ
イ
ト
は
譲

り
、
自
分
の
ギ
ア
を
確
認
し
つ
つ
や

っ
と
登
る
こ
と
が
出
来
た
。
終
了
点

は
な
く
、
リ
ー
ド&

フ
ォ
ロ
ー
で
登
る

必
要
。
登
ら
し
て
く
れ
た
Ｓ
さ
ん
に

感
謝
。 

（
７
月
１
０
日
） 

朝
、
一
番
の
バ
ス
で
バ
ン
ク
ー
バ

ー
空
港
へ
。1

0

日
間
、
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
た
。1

1

日
東
京
に
着
。 

海
外
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
と
、

普
通
、
大
変
構
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、

カ
ナ
ダ
・
ス
カ
ッ
ミ
ッ
シ
ュ
は
グ
レ

ー
ド
の
幅
も
広
く
、

ゆ
っ
た
り
楽
し
め
ま
し
た
。
気
候
も

良
く
、
観
光
地
で
な
い
田
舎
町
で
自

炊
し
な
が
ら
暮
ら
し
ま
し
た
。 

今
回
の
旅
で
、
登
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
労
山
の
役
員
で
も
あ
る
Ｓ

さ
ん
が
気
持
ち
良
く
同
行
を

O
K

し

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

           

★日時  ９月１７日（土）１３：００～１８日（日）１２：００ 

★会場  伊豆長岡温泉おおとり荘  

★参加費  １３，０００円   （１泊２食付）  日帰り参加は１日１０００円  

★募集  １００名 

○交通 東海道新幹線・三島駅乗り換え 

伊豆箱根鉄道「伊豆長岡」駅より徒歩１５分     

※伊豆長岡駅から 12:10 と 12:35 の２回、送迎バスを出します。 

 車で来られる方は東名高速・沼津ＩＣより 40 分 

★オプション・ハイキング 

 集会後、希望者に城山～発端丈山の３時間ハイ 

キングを行ないます（参加費 1000 円を予定） 

主催：日本勤労者山岳連盟  

（ハイキング委員会） 

主管：静岡県勤労者山岳連盟      
 

第１７２号     ２０１１年    ８月 ２７日（土）発行          埼  玉  労  山      （  ５  ）     
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第１７２号    ２０１１年 ７月１３日（水）発行          埼 玉 労 山       （ ２ ）     

理
事
会
報
告 

第
三
回
理
事
会
が
六
月
二
十
九
日

(

水)

県
連
事
務
所
で
十
一
名
の
出
席

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

＊
全
国
連
盟
活
動 

・6
/
4

～5
 

宮
城
石
巻
地
区
支
援 

埼
玉8

人
（
新
座
５ 

所
沢
１ 

大

宮
２
）
千
葉
・
群
馬
・
兵
庫
か
ら

応
援
総
勢
３
０
人
参
加
。 

・6
/
2
7
 

他 

支
援
取
組
み
（
新
座

足
ふ
き
マ
ッ
ト3

0

枚
、
雑
巾6

0

枚
、
登
山
用
品
他
、
山
な
み
雑
巾

1
0
0

枚
） 

＊
県
連
全
体
活
動 

【
事
務
局
】 

・
関
ブ
ロ
役
員
交
流
集
会9

/
2
4

～2
5
 

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
自
然
交
流
集
会 

 

1
0
/
1
5

・1
6
 

(

主
管
：
埼
玉
県
連
）

会
場
の
予
約 

・
第1

回
評
議
会
会
場
予
約 

【
財
政
】
総
会
資
料
の
決
算
増
減
の

数
字
訂
正
。
前
期
連
盟
費
納
入
状

況
（
２
団
体
未
納
） 

 
 

 

【
機
関
紙
】1

7
2

号
総
会
報
告
中
心

に
編
集
中
、
印
刷
予
定7

/
1
3
 

【
組
織
】
活
動
実
態
７
月
中
に
集
計
。 

【
Ｈ
Ｐ
】
委
員
か
ら
記
事
掲
載
依
頼

が
増
え
た
。 

【
女
性
】 

・
支
援
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
成
販
売
予
定
、

他 

雑
巾
や
夏
物
衣
類
等
の
支
援 

・7
/
5

日[

火]
1
9

時
～
女
性
委
員
会 

（
北
朝
霞
駅
ジ
ョ
ナ
サ
ン
） 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】7

/
2
7

委
員
会 

【
自
然
保
護
】1
0
/
1
5

～1
6

関
東
ブ

ロ
ッ
ク
自
然
保
護
集
会
（
埼
玉
県

主
管
）
の
準
備 

 
 

【
救
助
隊
】6

/
2
7

救
助
隊
総
会 

・7
/
1
1

沢
搬
出
机
上
、7

/
2
4
 

実
技 

【
登
山
学
校
】6

/
2
7

運
営
委
員
会 

・
第
１
回
講
座
「
計
画
か
ら
下
山
ま

で
」6

/
1
1
(

机
上)

…2
8

名
、

6
/
1
2
(

大
平
山)

…2
7

名 

・
第
２
回
講
座
「
登
山
と
運
動
生
理
」 

 
7
/
2

～3
 

【
岩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】 

・
新
担
当
と
し
て
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
策
定
す
る
。 

【
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
部
…6

/
2
3

、7/
2
1

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
総
括
と
交
流

H
C

計
画
中 

北
部
…
事
務
局 

小
暮
（
秩
父
） 

議 

題 

①
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震 

支
援

体
制
に
つ
い
て
！ 

総
会
補
足 

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
支
援
活
動
報
告 

（
機
関
紙
参
照
） 

・
女
性
委
員
会
が
支
援
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

販
売
、
他
の
支
援
も
。 

・
物
産
品
（
こ
ん
ぶ
）
販
売
協
力
！

総
会
で
宣
伝
、
注
文
数
把
握
は
？ 

・
今
後
の
支
援
体
制
…
参
加
者
の
取

り
ま
と
め
等
ど
う
す
る
か
？
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
意
見
を
求
め
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
た
い
。 

 
 ②
県
連
総
会
に
つ
い
て 

 

・
総
会
報
告
と
質
疑
提
案
事
項
確
認 

＊
個
人
会
員
制
に
つ
い
て 

 

埼
玉
労
山
と
し
て
は
全
国
連
盟
の

動
向
見
て
、
当
面
個
人
会
員
制
は
行

わ
な
い
。 

 

理
事
会
採
択 

＊
震
災
支
援
活
動
と
方
針
（
前
述
） 

 

県
連
と
し
て
、
全
国
・
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
、

支
援
体
制
の
強
化
と
参
加
者
や
活

動
把
握
の
為
の
担
当
者
を
置
く
。 

③
役
員
体
制
に
つ
い
て 

理
事
長
…
武
笠
真
次
、 

副
理
事
長
…
徳
重
博
文
、
矢
崎
辰
雄
、 

尾
手
利
雪 

理
事
…
嶋
田
好
枝
（
財
政
）
、
佐
藤 

久
子
（H

C

・
組
織
）
、
木
村
哲
也

（
事
務
局
・
海
外
・
山ｽ

ｷ
ｰ

） 

 

高
橋
利
男
（
機
関
誌
）
、
若
木
由

和
（
救
助
隊
）
、
小
松
勝
浩
（H

P

）
、

加
納
隆
夫
（
自
然
保
護
）
澤
藤
俊

昭
（
機
関
誌
・H

C

）
、
長
谷
川
貞

子
（
女
性
委
員
会
）
、
久
保
典
子

（
女
性
委
員
会
副
）
、
天
野
二
郎

（
岩
ネ
ッ
ト
）
、
松
本
千
代
子

（H
C

・
岩
ネ
ッ
ト
） 

 

監
事
…
杉
江
勲
、
廣
岡
恵
美
子 

 

④
そ
の
他 

＊
今
後
の
会
議
予
定 

9
/
1
1
(

日
） 

遭
難
防
止
安
全
教
育
担
当
者
会
議 

第1

回
評
議
会 

＊
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

南
部
…
奥
武
蔵
・
日
和
田
山 

台
風
接
近
雤
の
中
実
施
。
１
９
名 

西
・
北
・
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
中
止 

 

＊
次
回
理
事
会
７
月
２
７
日
（
水
） 

 
 

 
 

以
上 

 

天
野 
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２０１１年 

 関東ブロック自然保護交流集会 

 

期 日  10 月 15 日（土）～16 日（日） 

場 所   秩父・長瀞荘 

主 催   関東ブロック協議会 

主 管  埼玉県勤労者山岳連盟 

 

＊詳細は後日お知らせします。 

 埼玉県連が主管しますので、自然保護 

 について関心のある方、ならび各加盟

団体から 1 名位の参加協力をお願い 

 します。現地観察会、ハイキングあり。 

  

2011 年度 第１回評議会開催のお知らせ 
 残暑お見舞い申し上げます。 

下記のとおり評議会を開催いたします。各 加盟団体の評議員の皆様なは万障繰り合 

わせの上、ご出席いただきますようお知らせいたします。 

なお、やむをえず欠席される場合は、代理の方にご出席いただくようご配慮お願い 

致します。出席者の氏名を、９月９日(金)までに懇親会参加の可否も含め、事務局長 

へ郵送・電子メール・ＦＡＸでご回答下さい。 

              記 

日時：９月１１日（日）午後１時３０分開会  （午後１時～受付） 

場所：高鼻コミュニティセンター 

さいたま市大宮区高鼻町 2－292－1 TEL048-644-3360 

・東武野田線 北大宮、大宮公園駅からそれぞれ徒歩 10 分 

・ＪＲ大宮駅東口より徒歩２0 分 

議題 

１．埼玉県総会方針追記について 

（１）震災支援活動 （２）個人会員制 

２．「個人会員制度」導入と組織強化の具体的提案・第 2 次案 

（2011 年 07 月 27 日全国連盟理事会）について論議 

＊全国連盟・登山時報への意見集約 

３．震災支援の内容の確認と周知 

県連、ブロック、各会、現地支援、支援 T シャツ、支援金、支援物資 

 

 

 

 

 

第 12 回 遭難防止・安全教育担当者会議 

９/11(日)  AM9:30～高鼻コミニティセンター 

     議題：ナマステメ－ルより事故についてヒヤリハット紹介 

新特別基金について、その他 

 

【編集後記】暑い夏の季節からもう山々

は初秋の気配が濃厚です。 

青い空にはアキアカネが飛び交い、銀穂

のススキが伸びだした草原には、リンド

ウやアキノキリンソウ、マツムシソウ等

といった秋の花々が風に揺れています。 

 7 月号の機関誌の発行が、ＰＣの故障等

もあり、大幅に遅れた事本当に申し訳あ

りませんでした。寄稿していただいた原

稿は 9 月号として編集し発行したいと思

います。 

今、再就職の為の講習やら面接やらで、

ハローワーク通いをしていますが、本当

に山に行きながら、定年退職後の職探し

は大変です。      （澤） 

               澤 
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